
資料№３-(１)-２

第２号様式 

       平成２２年度  長岡市地域コミュニティ事業補助金申込書 
 

１．申込団体の概要および申込事業の計画等【公開対象】 

 
２．申込団体の連絡先等【公開、非公開を選択※】 

事 務 所 所 在 地  長岡市逆谷 農業構造改善センター内 【公開 ・ 非公開】

 電話 ４２－３２２５    ＦＡＸ
電 話 ･ＦＡＸ番 号 等 

 E メールアドレス

【公開 ・ 非公開】

氏 名 新保 芳夫

住 所 長岡市逆谷 2060

電話 42-3225 ＦＡＸ           

担 当 者 連 絡 先

電話･FAX 番号等

Ｅメールアドレス

【公開 ・ 非公開】

名簿またはこれに

類するもの 
・別添のとおり 【公開 ・ 非公開】添

付
資
料

規約またはこれに

類するもの 
・別添のとおり 【公開 ・ 非公開】

※ 個人情報保護の観点から、広く公開してもよいものなら“公開”に、そうでないものは“非公開”に○

を付けてください。 

※ ２の添付資料(名簿類・規約類)については、交付審査の際の資料として審査関係者に提示する場

合があります。 

ふ   り   が   な  さかしだにのぶんかとでんとうをまもるかい 

団    体    名  逆谷の文化と伝統を守る会 

代 表 者 氏 名 （肩書：会長） 新 保 芳 夫 

設 立 年 月 日 昭和 ・ 平成  ２０年 １１月 ３０日 構 成 員 数    ４３人 

設 立 目 的
 本会は長岡市逆谷地区にかかわる歴史的文化財や伝統的生活様式

を守り伝え、それらを継承することを目的とする。 

これまでの活動実績

・伝兼続公奉納天神像合格祈願祭 2009 年１月・11 月 

・逆谷の歴史を知る講演会 

 １「上杉家と寛益寺」田中洋史氏 2009 年３月 

 ２「寛益寺の文化財」水野敬三氏・齋藤正彦氏 2010 年４月 

・逆谷コンサート 2009 年８月 

・寛益寺仁王門大わらじ奉納 2010 年４月 

・逆谷パンフレット作成 2009 年６月 

・古い家並再現 2010 年２月～進行中 

事 業 計 画 ・別添「第３号様式 事業計画書」のとおり 

収 支 予 算 等 ・別添「第４号様式 事業の収支予算書」のとおり 

添
付
資
料 その他、団体をＰＲ

するパンフレット等   有   ・   無   (どちらかに○印) 

受付 No ２ 



第３号様式 

事  業  計  画  書 

事 業 名  逆谷の古い写真展「逆谷アーカイブス」 

事 業 実 施 の 目 的 

 水害や地震など度重なる災害や、世代交代・急速な現代化によ

って失われつつある集落の記憶（家並などの景観や習俗）を調査・

収集・資料化、次世代への継承物として広く公開し、地域の遺産と

して恒久的に保存管理する。 

事 業 内 容 

１ 「旧家の薬壺」と協力のもと、逆谷の近・現代の歴史記録・遺産を調査・

資料化し一覧できる機会を作る。 

 ・逆谷各戸や、寛益寺檀家衆などに協力を仰ぎ、明治以降の景観や習俗

などが記録されている写真や、歴史的地域遺産を収集する。 

 ・収集した古い写真は、原本をスキャナで取りこみ、デジタル処理する。展

示・保存に適する状態に印刷し額装する。（原本は所有者へ返却） 

 ・会場は、寛益寺地下室を借り受け、特設展示会場とする。 

 ・展示期間中に鑑賞説明会なども企画し、世代間コミュニケーションを行

う。 

 ・資料収集と作成は、平成 22 年内は継続的に行い、随時展示機会を設け

る。 

２ 資料化したものを「逆谷アーカイブス」として各種記録媒体にデジタル記

憶を残し、図録など印刷物と共に、次世代への継承物として公開・管理・

保存する。 

事 業 実 施 ま で の 

ス ケ ジ ュ ー ル 

５月   事業計画を会員及び逆谷地域住民へ周知し協力を仰ぐ 

     資料収集・デジタル画像処理 

     寛益寺地下室を特別展示会場として設営 

 中旬～下旬 

     １回目の鑑賞説明会を実施 

６月～10 月 

     継続的な資料収集を行い、デジタル処理・各種整理編集を行う 

11 月～12 月 

     ２回目の展示 

     図録化作業も検討。データ処理したものを各種記憶媒体に記録

し、公的に管理する。 

地域活性化の波及性 

・各戸への協力を仰ぎ、多くの年長者の協力と昔語りを聞くことで、薄れ

つつある共同体意識を活性化することができる。 

・古い写真や遺産を一覧することによって、記憶の世代的継承が会場内

でスムーズに行われることが見込まれる。 

・寛益寺地下室で公開することで、この記憶の継承は周辺地区へと波及

し、地域の再認識を行うことの大切さを実感するための一手法のモデ

ルケースとなる可能性があり、地域間のコミュニケーションも行えるの

で、三島地域全体での歴史的景観の記録になりうる可能性がある。 

※ 事業の内容は、詳細に記載してください。（別紙も可） 



第４号様式   

 事 業 の 収 支 予 算 書 
 収入の部                                             （単位：円） 

項  目 予算額 内      訳 

地域ｺﾐｭﾆﾃｨ事業補助金（F） ５００，０００  

負担金 １４３，０００ 会より持ち出し 自 己

資 金   

寄附金  

参加費  

その他収入金  

  

特

定

財

源 
小  計（D）  

そ の

他 
  

合     計 ６４３，０００  

 

 支出の部                                             （単位：円） 

項  目 予算額 内      訳 

原材料費 ３５，０００ 仮設壁 35,000 円 

工事費 １０２，５００ 仮設照明設備工事 102,500 円 

消耗品費 １４０，０００

スポットライト 2,500 円×20 灯 

額装 2,000 円×35 額 

看板作成消耗品 15,000 円 

事務消耗品 5,000 円 

印刷製本費 １１８，３００
デジタルデータプリント代 450 円×100 点 

Ａ４記録冊子 73,300 円（30 部一式） 

手数料 ２４０，０００ デジタルデータ作成 1,500 円×160 点 

郵便料 ７，２００ データやり取り 600 円×12 回 

  

  

補

助

対

象

経

費 

小  計（C） ６４３，０００  

  

  

  

  

  

補

助

対

象

外

経

費 小  計（B）  

合   計（A） ６４３，０００
 

 



地 域 コミュニティ 
下記（F)の額を記入 5 0 0 0 0 0 円 

事業補助金申込額  

【地域コミュニティ事業補助金申込額算出の基礎】 

 

支出の部合計(A)        補助対象外経費(B)         補助対象経費(C) 

６４３，０００円 － ０円 ＝ ６４３，０００円 

 

                              特定財源(D) 

＝ ０円 

 

(C)-(D)＝補助金算出対象額                      補助金額（E） 

６４３，０００円 × 補 助 率 ８ ０ ％ ＝  ５１４，４００円 

 

 

 

地域コミュニティ事業補助金（F） 

 500，000 円  

事業を実施することによって得られる収入のうち、

補助対象経費に充てるもの 

･千円未満切捨て 

･上限 50 万円 

 
※ 項目欄が不足する場合は、同類の項目をまとめて記入し、細目は別紙に記載してご提出ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 


